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測定結果から得られた候補を入力として、候補の絞込や候補の解釈、さらには、測定結果では得られてはいないけ

れども、重要な候補の発見を可能とするソフトウエアです。 

 

図１．使用例。肝細胞癌のガン部と非癌部組織をmRNA-seqで比較 

 

※Keymolnet lite を動作させるためには、Windowsを搭載したPCが必要です。 

株式会社メイズ 
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・論文を人が精査した情報のみを格納 
 機械による抽出ではなく、いくつかのテーマに従って、人が論文を読み、精査した分子（タンパク質、生体内低分子、

microRNAなど）の分子間の関係のみをデータベースに格納しています。したがって、信頼度の高い分子制御関係のみ

が検索結果として表示されます。したがって、検索結果として得られる蛋白間の関係は、信頼のおけるものが提示されま

す。 

・分子名についても精査 
 同じ分子が別名で複数ノードにならないよう、名称を調査して分子同定し、IDを付与して格納しています。 

・数値データを視覚化 
 分子と関連づけられた複数種類の数値データを取り込むことができ、6つまでの数値情報を同時にカラーマッピングで

きます。 

・論文から拾われた豊富なアノテーション 
 各分子には、カノニカルパスウェイ情報、疾患情報、医薬品情報（日米上市薬、開発薬*）、バイオマーカー情報、な

どが付与され、検索可能となっています。*開発薬情報は、標的分子情報のみになります。 

・シンプルな検索機能 
 検索機能は、周辺検索、始点／終点検索、上流／下流検索など、シンプルな４種類。 

・使いやすいユーザインタフェース 
 候補探索作業について、良く考えられたユーザインタフェース。蛋白質と数値データ、蛋白質と疾患などのアノテーシ

ョンデータを同時に画面で見ることができ、ストレスなく、候補探索作業を行うことができます。 

 

KeyMolnetの特長 

肝臓癌で発現変動している分子の発現調節因子を共通上流検索

肝細胞癌の癌部と非癌部組織を mRNA-seq で比較

肝臓癌で発現変動している分子群は、RB/E2Fによる発現調節を受けている

FOXMによる発現調節に注目し、ERaの発現調節因子を追加検索

肝細胞癌でmiR-221と
miR-222の発現上昇の報告

miR-ERaシグナルが肝細胞癌に関与している可能性がある

miR221/222と肝細胞癌関連分子群の関係


